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角野 達也
（太白区）

内藤 隆司
（大崎市区）

遠藤いく子
（青葉区）

•総務企画委員会
•地域活力
　調査特別委員会

三浦 一敏
（石巻・牡鹿区）
•建設企業委員会
　副委員長
•総合観光戦略
　調査特別委員会

天下みゆき
（塩釜市区）

•保健福祉委員会
　副委員長
•いじめ・不登校等
　調査特別委員会

福島かずえ
（若林区）

•経済商工観光委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

中嶋　廉
（泉　区）

•環境生活農林水産委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

•建設企業委員会
•地域防災
　調査特別委員会

•文教警察委員会
•地域活力
　調査特別委員会

大内 真理
（宮城野区）

•保健福祉委員会
•地域防災
　調査特別委員会

所 属 す る 常 任 委 員 会 ・ 特 別 委 員 会

２
月
定
例
県
議
会（
第
３
５
９
回
）を
終
え
て

　

２
月
17
日
に
開
会
し
た
２
月
定

例
議
会
が
、
３
月
16
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

　

本
議
会
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走

政
治
と
国
民
と
の
間
の
矛
盾
が
深

化
す
る
も
と
、
ま
た
震
災
か
ら
６

年
目
を
迎
え
る
中
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

党
県
議
団
は
、
暴
走
政
治
ス

ト
ッ
プ
、「
富
県
戦
略
」
と
「
創

造
的
復
興
」
で
被
災
者
・
県
民
を

置
き
去
り
に
す
る
村
井
県
政
の
諸

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
積
極
的
に

論
戦
し
ま
し
た
。

１
、
議
案
の
賛
否
に
つ
い
て

　

今
議
会
に
は
、
１
３
８
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、
予
算
議
案
や
蒲
生
干
潟
に
か

か
る
七
北
田
川
の
河
川
堤
防
、
雄

勝
の
防
潮
堤
２
件
な
ど
全
部
で
29

議
案
に
反
対
を
し
ま
し
た
。

２
、
意
見
書
・

　
　
　
　
請
願
等
に
つ
い
て

（
１
）
意
見
書
に
つ
い
て

　

①
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
の
更
新
制
の
導
入
等
を
求
め
る

意
見
書
②
無
料
公
衆
無
線
L
A
N

（
W
i
︱
F
i
）
環
境
の
整
備
促

進
を
求
め
る
意
見
書
③
今
後
の
通

商
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
④
政

治
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
⑤
性
犯
罪
等
被
害
者
を
支

援
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等
を
求
め
る
意
見
書

⑥
高
齢
者
も
若
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
⑦
復
旧
・
復
興
事
業
の
総
仕
上

げ
の
た
め
の
人
材
確
保
を
求
め
る

意
と
見
書
の
、
７
本
の
意
見
書
が

本
会
議
に
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、
③
と
⑦
を
提
案
し
ま
し
た
。

（
２
）
請
願
に
つ
い
て

　
「
被
災
者
に
医
療
・
介
護
の
負

担
免
除
継
続
を
求
め
る
請
願
」
が

本
会
議
に
か
か
り
、
わ
が
党
県
議

団
と
み
や
ぎ
県
民
の
声
が
賛
成
討

論
を
し
ま
し
た
。こ
の
請
願
に
は
、

わ
が
党
議
員
団
と
み
や
ぎ
県
民
の

声
、
社
民
党
県
議
団
、
無
所
属
の

会
の
22
名
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、

自
民
・
公
明
な
ど
の
反
対
多
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
そ
の
他

　

閉
会
日
に
「
北
朝
鮮
に
よ
る
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決

議
案
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま

し
た
。

　

予
算
議
会
に
向
け
て
、
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
、
岩
手
県
や
兵
庫
県
、

新
潟
県
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
復
興

状
況
や
進
行
管
理
、
検
証
の
あ
り
方
、

住
民
参
加
の
保
障
、
県
と
市
町
村
の

連
携
、
住
民
自
治
の
あ
り
方
な
ど
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

岩
手
県
で
は
、
復
興
計
画
の
進
行

管
理
の
た
め
の
復
興
会
議
が
存
続
し
、

被
災
住
民
の
声
が
事
業
に
同
時
並
行
で

反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
被
災

者
や
市
町
村
の
た
め
に
県
が
キ
チ
ン
と

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
で
は
22
年
経
っ
て
も
、
課
題

は
な
く
な
ら
ず
、
災
害
公
営
住
宅
の

孤
独
死
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

現
実
に
向
き
合
い
、
県
も
復
興
計
画
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
重
ね
て
お
り
、
住

民
運
動
も
盛
ん
で
す
。

　

新
潟
県
で
も
、
中
越
地
震
や
原
発

事
故
の
教
訓
を
い
か
し
、
新
し
い
知
事

の
下
で
、「
中
央
が
潤
う
た
め
に
地
方

が
負
担
や
リ
ス
ク
を
負
う
と
い
う
、
中

央
と
地
方
の
不
平
等
な
関
係
」
を
根

源
か
ら
問
い
直
し
、
新
し
い
社
会
の
あ

り
方
を
模
索
す
る
試
み
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　
住
宅
再
建
策
に
復
興
基
金
を
た
っ
た

１
％
し
か
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
や
生

活
福
祉
資
金
の
借
り
に
く
い
実
態
を
数

字
で
示
し
て
知
事
に
改
善
を
迫
り
、
手

ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。
調
査
活
動

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
2
月
議
会

で
し
た
。

　
　
数
字
は
ウ
ソ
を
つ
か
な
い

福
島　
か
ず
え  

県
議
会
議
員


